
武雄市×ソフトウェア協会
視察・意見交換:10月6日～7日



佐賀県武雄市概要（位置）

2



47,951人（2022年時点）人口

18,815世帯（2022年時点）世帯数

地域の
特徴

重点施策

195.40㎢

1300年の歴史を誇る温泉郷
400年以上の歴史を誇る陶芸の里
巨木の里

・西九州のハブ都市の実現
・災害につよいまちづくり
・ICT教育の推進

面積
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佐賀県武雄市概要（構成）



令和4年9月23日
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新幹線開業

佐賀県武雄市（西九州新幹線開業の様子）



リニューアル後の武雄温泉駅
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佐賀県武雄市（駅周辺）
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新幹線開業後イベント

9月23日
9月23日～1月9日
9月24,25日
9月23～25日
11月12日

【大鉄道展】
9月23日～11月6日

新幹線開業
弱虫ペダル、西九州新幹線沿線5市で開業記念スタンプラリー
武雄の物産まつり
CHANGE TAKEO FESTIVAL
秋田竿灯まつりin武雄

特別企画展 新風颯走かもめ翔ぶ
9月25日 STU48「瀧野由美子」トークイベント
10月7日～10月10日（キッズウィーク）

子ども映画会
RAIL＆ART FES 2022 in Takeo
水戸岡鋭治氏 作品展示、トークショー
JR九州ウォーキング
鉄道の日 落語、トークイベント 古今亭駒治師匠
しんかんせんコンサート（タケカワユキヒデ、九州交響楽団、市民合唱団）

10月7日
10月8,9日
10月8日
10月9日
10月14日
10月22日
11月6日 はたらくのりもの大集合



スマートシティ研究会 武雄市の観光スポット等
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食:ちゃんぽん／佐賀牛／海苔伝統芸能:荒踊／流鏑馬

自然:大楠・キャンプ場 陶磁器
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市課題等ディスカッション（市会議室）※参加者紹介
現地視察
武雄温泉駅前広場
武雄温泉（楼門、新館）
武雄市図書館、武雄市こども図書館 武雄の大楠
御船山楽園
東洋館
参加者懇親会（地元住民との意見交換）

SAJ、市、現地の関係者によるグループディスカッション（市会議室）
【テーマ】

①交通（モビリティ）について
②防災について

終了・解散

10月6日（木）
13:00
13:30
13:40
14:00
15:00
15:30
16:00
17:00

10月7日（金）
9:00

12:30

スマートシティ研究会 視察・意見交換スケジュール



現地視察の様子（10月6日）

新幹線開通後の武雄温泉駅小松市⾧ご挨拶
電気三輪自動車

蔦屋とコラボした市立図書館 Team Labアートで彩る御船山ホテル 懇親会で地元住民と交流



アイデアソン・意見交換（10月7日）

参加者所属

豆蔵K2TOPホールディングス ひだまりOKKO堂（アーティスト、パソコン教室）

ヴァル研究所 CCCカルチュア・コンビニエンス・クラブ

オープンストリームホールディングス CROSS OVER（ジム、コワーキングスペース）

システムズナカシマ Coffee Shop 喜蔵（温泉通り振興会会⾧、ワークスペース）

ネクストウェア 信成開発（武雄白岩スケートボード愛好会）

ニュートラル ｹﾞｰﾑ全般

ビーティス Beee＋マルシェ＆カフェ（カフェ、オフィススペース）

ヒューアップテクノロジー 武雄市（学校教育課・治水対策課）

フォーラムエイト 武雄市 （企業立地課・防災・減災課）

MaaS Tech Japan 武雄市（ハブ都市・新幹線課／文化課／商工観光課）

佐賀県地域おこし協力隊（モビリティサポーター）

武雄温泉物産館

ココリス（雑貨屋喫茶、コミュニティセンター等）

大信技術開発（リジョットビル）

SAJ・武雄市・武雄市住民など50名超が参加



意見交換（アイデアソン・ディスカッション）

【概要】テーマに分かれてアイデアソン・ディスカッション
【全体進行】畠山様（日本マイクロソフト）
【参加者】SAJ／武雄市役所／街づくり関係者
【テーマ】交通（モビリティ）／防災

アジェンダ
1.オリエンテーション（全体説明）
2.グループ別自己紹介
3.グループワーク（アイデアソン）2テーマ×2グループ

ユーザーシナリオ／課題抽出／解決策／データ活用
4.各グループ発表・ネクストアクション検討



テーマ
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新幹線開業後を見据えて、観光客やビジネス訪問で武雄を訪れる方の視点で考える
今後、データを活用した取組を実施したい

1．交通（モビリティ）について
【課題】
〇自家用車保有率が高い（佐賀県 軽自動車保有率 全国

３位）
〇免許返納後のマイカーの代替手段、交通弱者への対

応
〇ドアツードアを望む人が多いが、

タクシーは割高
〇タクシー不足、ドライバー不足、

２種免許取得者減
〇歩きやすいまちづくり（休憩場

所）
〇公共交通は、コミュニティバスなど走行区域限定さ

れる
〇新たなモビリティの活用
→持続可能な交通網の形成

２:防災について
【課題】
令和元年、令和3年と2度の大水害を経験
〇ハード事業は、国、県、市で実施（流域治水、田

んぼダム）
〇気候変動、防災シミュレーショ

ンを活用したまちづくり 〇人
流・物流のオペレーション

〇効果的な訓練の実施
〇外国人を含む適時適切な情報提供、わかりやすい

情報
〇避難所の確保、運営
〇災害教訓の伝承
〇防災・減災のための新技術の活用（例:ドローン、

画像解析を活用した 河川巡視、カメラ画像等の解
析による機動的な交通、被災状況の把握）

→迅速な情報提供、安全安心の担保



現地ディスカッション・アイデアソンの様子

アイデアソン・ディスカッションの様子

アイデアソングループ発表



Teamsチャットを活用しディスカッションを継続中

視察終了後


